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第37回 DAAS運営委員会  議事(案) 

□日 時：2018年12月19日（水）  14:00〜16:00（予定） 

□場所：公益財団法人 建築技術教育普及センター内 第１会議室 

    千代田区紀尾井町3-6 紀尾井町パークビル３Ｆ 

TEL:050-3786-0568 DAAS 事務局 

 

□	議 事： 

 

［報告事項］ 

 

 運営に関して：これまでの打合せ報告       資料１ 

 会員・会費・補助金の現状及び第１４期までの予測       資料２ 

 

 

［承認事項］ 

 

 第１３期総会資料・第６回理事会資料一式      別紙

         

 

配布資料：  

 

 第３７回DAAS運営委員会資料 

 第１３期総会資料・第６回理事会資料一式       

 第３６回DAAS運営委員会議事要旨 
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資料１ 

運営に関して：これまでの打合せ報告 

【第 11 期】 

2017 年 4 月 4 日 国土交通省との打合せ 

出席者：国土交通省:伊藤審議官（当時）／建築画報社:櫻井氏／ DAAS 竺理事長・武藤 

場 所：国土交通省 

<主な相談事項> 

・	 DAAS 運営問題：会員減少等／総会開催の協力依頼・理事役員の相談／DAAS 法人化についての確認 

<回答・意見：伊藤審議官> 

・	 DAAS 法人化について国土交通省として異論はない。（伊藤氏より担当の藤原専門官確認済）※その前に

運営について丁寧な議論が必要 

・	 預け先の提案（国土交通省から依頼ができるのは土木学会など） 

・	 10 年という機会で、DAAS の活動を一旦休止、最小限の運営、という案もありえる 

・	 DAAS 基本方針の再検討の必要がある 

・	 DAAS の活動を継続する場合、資料の活用方法の検討の必要がある 

 

2017 年 9 月 21 日 国土交通省との打合せ 

出席者：国土交通省:淡野課長・高嶋課長補佐（当時）／DAAS 竺理事長・本多委員長・武藤 

場 所：国土交通省 

<挨拶・相談事項> 

・	 国土交通省の担当者変更の為活動についての説明／運営の問題について報告、等 

<意見 等：淡野課長> 

・	 国土交通省としては「公的な資料の利用・活用」をしてもらうのは望ましいところ 

・	 利用収入等に関してはまた別に検討すべきでは 

・	 ”公的範囲の明確化”ののち新建築社との交渉を 

・	 国交省の支援は難しい。出来ることがあれば、というところ。 

・	 文化庁、その他預け先の検討を DAAS で行う 

・	 DAAS 自体で存続する意向があるのならば、活動の軽量化が必要都思われる。（法人設立の希望があるよ

うであれば、組織化、運営責任の明確化をしつつも活動自体を軽量化） 

 

【第 12 期】 

2017 年 11 月 15 日 第 35 回 DAAS 運営委員会 

場 所：永田町  

<検討事項・確認事項の一部として> 

・	 新建築社が、他出版社への写真貸出を行わない方針となったことについて竺理事長より報告 

・	 新建築の権利の状況について 確認 

→その後“出版社のみ”貸出をせず、一般の企業等への貸出は継続とのこと確認 

 

2018 年 1 月 17 日 設立時の権利調整についての確認（高見氏） 

出席者：長岡；高見氏／DAAS 竺理事長・本多氏・武藤 

場 所:長岡市庁舎 
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<相談事項> 

・	 設立時の権利整理の状況の確認（11/15 の運営委員会での検討を受け） 

<回答：高見氏より> 

・	 新建築社は当時委託事業としたことで資料を自由に出来なかったという印象が強かった様子。 

・	 一度新建築社と今後の契約について DAAS で相談を 

 

2018 年 2 月 2 日 第 12 期総会 

 

2018 年 2 月 27 日 竺理事長 入院の連絡 

・	 3 月 1 日に予定していた新建築社 吉田社長との打合せを延期 

 

2018 年 3 月 2 日 竺理事長より新建築社 吉田社長に電話で事務局について依頼をしたとの連絡 

・	 1)DAASを新建築社におくこと 2) 武藤はDAAS業務と新建築社の業務を兼務、2点を吉田社長に了解を

得たという連絡 

・	 新建築社に相談に行って欲しいとのこと 

 

2018 年 3 月 9 日  DAAS 事務局移動に際しての手続確認 

出席者：公財 普及センター 鈴木理事長・中川総務部長・畠山総務次長／DAAS 武藤 

<回答> 

・	 新建築の業務の兼務については普及センターとして関与をしない。 

・	 非常勤の嘱託職員という契約でも可能である（週一回から可能） 

・	 DAAS 事務局を置くことは引き受けたが、当初より業務自体を引き受ける意向はない。そのため、DAAS 事

務局を現状のように、公財）普及センターに置く場合は、業務を行う人員を DAAS で用意する必要がある 

 

2018 年 3 月 20 日 運営（移管先等）についての相談 

出席者：長岡・高見氏／武藤 

<相談事項> 

・	 新建築社への DAAS 事務局設置についての相談 

・	 その他 DAAS 移管先の検討（建築研究開発コンソーシアム） 

・	 移管先交渉を国土交通省で行っていただくよう武藤より高見氏へ依頼 

 

2018 年 3 月 22 日 新建築社との打合せ 

出席者：新建築社 吉田氏／ DAAS 武藤 

場 所:霞ヶ関 

<確認事項> 

・	 DAAS 事務局の設置について 

<吉田氏より回答と提案> 

・	 DAAS 事務局の設置、及び運営に関して新建築社で行う意志がないことを確認（竺先生の緊急の様子と

体調への配慮から電話は受けていたが、内容については理解ができていなかった、とのこと。） 

・	 新建築社として支援出来る範囲を検討したい。まずは、DAAS の PR など 

・	 武藤には、個別に ビデオ制作、データ処理等の業務委託の可能性もあり得る。 
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2018 年 3 月 26 日 DAAS 移管交渉を依頼（長岡・高見氏へメールにて再依頼） 

・	 国交省から国交省関連団体などへの DAAS 移管について再依頼 

・	 DAAS を継続する場合のメリット・デメリットや、研究開発コンソへ移管をする場合のメリット・デメリットの整理

をして送付 

・	 竺理事長の状況報告 

 

2018 年 4 月 28 日  国交省担当官 異動挨拶  

場 所:普及センター 

・	 高嶋氏から伊東補佐へ担当が変更となる旨挨拶あり 

 

2018 年 4 月 20 日 長岡・高見氏／国土交通省 淡野課長 面談 

 

2018 年 4 月 25 日  長岡・高見氏より報告（メールにて） 

・	 DAAS の状況説明を行ったので再度 国交省 淡野課長と相談を、との連絡有 

 

2018 年 5 月 8 日 運営（移管先等）についての相談 

出席者：国土交通省 淡野課長・伊東補佐／DAAS 本多委員長・武藤 

場 所:国土交通省 

<相談事項> 

・	 竺理事長の状況報告 

・	 会員離れ、費用縮小の状況 

・	 今後の DAAS については国土交通省の意向次第。 

・	 活動を継続する場合は、国交省傘下の財団、団体の支援の必要があること 

・	 他団体に統合する方法 

・	 資料を後世に残すために預け先を検討する場合の例、など。 

<淡野課長より回答> 

・	 DAAS のサービスを最小限とし、WEB の写真のみ閲覧できるようにするのではどうか。 

・	 その場合の費用を算出、コンソーシアムを維持し会費として会員に依頼（例：100 万の場合、5 万*20 社） 

・	 最終的には文化庁 近現代建築資料館に預けることが望ましいのではないか 

・	 文化庁 近現代建築資料館受取が出来ないと以前回答があったことについては「著作権期限がいつ来る

か」などを一覧表として資料と共に渡すということではどうか 

・	 近現代建築資料館への交渉は、芦原前理事長、もしくは普及センター 鈴木理事長代行が良いと思われ

る（必要があれば鈴木氏に MLIT から依頼することも可） 

・	 普及センターへの現状や、今後についての見通しの説明は、センターの負担がないよう整理したところで

行う 

等々を、DAAS 運営委員会で検討するよう 

 

2018 年 6 月 6 日  国土交通省伊東補佐より補助金交付についての連絡 

・	 来期補助金について、獲得をするよう国土交通省で努力をする。しかし状況は年々厳しくなっている。獲

得は難しいと予想される、とのこと。 
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・	 （事務局より）補助金事業ができなければ、新規コンテンツ制作はできず実質的な活動が休止となる。その

ような中では会員離れはすすみ、即解散、資料返納の選択肢可無くなると回答。 

2018 年 6 月 12 日 第 36 回 DAAS 運営委員会 

場所：普及センター 

<報告事項> 

・	 理事長職務代行について 

・	 運営に関して：これまでの打合せ報告 

・	 DAAS 資料の著作権について 

・	 会員・会費・補助金の状況 

<検討事項> 

・	 DAAS の今後について 

<承認事項> 

・	 退職規程 （内容を後日社労士等の相談窓口で確認。ただし今後の予算見通しを検討し一旦保留） 

2018 年 7 月 6 日 国土交通省 企画専門官への DAAS 説明と運営委員会 6/12 の意見報告 

出席者：国土交通省 佐々木企画専門官・伊東課長補佐／DAAS 本多委員長・武藤 

場 所:国土交通省 

・	 民間企業の退会に歯止めがかからないことから、DAASの運営はますます現状維持が難しくなっている 

・	 今後の方向性を見定め早急に行動を起こすことが必要である。移管・解散、または国土交通省の提案する

「サービスの縮小」などが選択肢として検討されるが、仮に、「最小限のサービスの提供」に絞る場合、実質

的な活動が見られない団体への会員の支援はますます難しくなると考えられ、状況は悪化することが考え

られる。 

・	 国土交通省の補助金の交付が止まる場合も同様に実質的な活動が停止し、会員の退会が増え、解散とい

う状況においこまれることになるのではないか 

・	 仮に、解散になったとしても、高解像度データの引き継ぎ場所が決まらなければ、資料は国に返納となり、

国での予算が確保されなければ、資料は死滅、散逸といった状況になる可能性は高い。 

・	 データの公益性、国の立場や、企業支援を受けたことを含め「資料は広く閲覧できる状態」＝Webサイトの

維持・管理が継続されることが望ましい姿なのではないか。 

・	 ただしその為には、Webサイトの保守を専門とする会社への委託だけでなく、指示、トラブル対応、費用の

工面、等の“事務局機能”が必要となる。事務局業務をどこかに依頼するか､事務局員を確保するか、いず

れでも構わないが、いずれかの体制、費用は必要。 

・	 それに加え、会費支援を継続する場合は、特に民間企業には、事業の成果、説明が必要である。それが見

えなければたとえ会費が５万でも経費継続は出来ない、という意見。 

・	 団体会員は、DAASが補助金を受けていることが、「国が支援を継続している」「DAASを支える」という状態

であること。それが会員を継続する理由となる。 

・	 補助金がなくなった場合は、それらが全て見込めない＝活動縮小だけでなく、解散に追い込まれる。 

・	 あわせて最低限貴重な資料を後世に残す先をどのようにするか。 

・	 文化庁近現代建築資料館とするならば、国と国とで交渉してもらうしか手がないのでは。 

※	 DAAS の資料は DAAS-Web サイトでの公開のみ権利者より了解を得ている。（＝一般に広く利用してもらう

為には、DAAS-Web サイトの維持・管理が必要となる） 
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→「DAASの今後については、体制や移行先から検討するのではなく、行ってきた事業（サービス）の継続、

もしくはサービスの選択から検討を行うこと」を前提として、それぞれの場合におけるメリット・デメリットにつ

いて整理を行った。 

→他団体にWebサイトを移行した場合の概算見積もり（複数ケースを想定） 

 1. Web サイトの総改修 

   管理がしやすい WordPress などの ブログツール にすべて 置き換える 

   ・ 概算見積: 350万から 400万 程度 

 2.現状のシステムのまま 移行先に渡す 

  現在の Web 制作 保守 改修を依頼している 会社より 引渡しの 口頭説明 

   ・口頭説明費用概算 :1回5万円 ＊ 数回( 資料作成費別途必要) 

       ・その後 サポート が必要な場合の 概算費用: 20から30万 / 月＊ 数ヶ月 

 3. 現状のウェブサイトのまま 現在の 体制で 引き続き 保守とメンテナンスを行う 

   ・ケース1:データの管理修正等を含めない場合 10万 / 月 

   ・ケース2:データの管理修正等を含む(毎月) 50万 / 月 

   ・ケース3:データの管理修正等を含む(まとめて数ヶ月ごと) 50万 / 回 

 

2018 年 9 月 4 日 国土交通省 へ著作権状況の整理のリスト等必要資料の送付（事業報告案別紙） 

 

2018 年 9 月 28 日 本多運営委員長との打合せ：第１３期総会実施までの作業及び整理等 

出席者： DAAS 本多委員長・武藤 

場 所:山下設計 

 
2018 年 10 月 3 日 三塩委員 日本設計様への資料：DAAS の今後について､提出と打合せ	

出席者： 三塩委員・武藤 

場 所:紀尾井町 

 
2018 年 10 月 12 日  国土交通省 へ DAAS の現状（予算等）今後の運営について打合せ 

出席者：国土交通省 佐々木企画専門官・伊東課長補佐／DAAS 本多委員長・武藤 

場 所:国土交通省 

・	 事業継承にかかる著作権の整理、手続の確認等 

 

2018 年 11 月 8 日  司法書士事務所へ 事業譲渡に係る手続の確認と相談 

出席者：醍醐香／DAAS・武藤 

場 所:醍醐香司法書士事務所 

・	 著作権整理については事業譲渡、合併、吸収等いづれも必要であり、DAASについては事業譲

渡ではなく資料譲渡となりえるとのこと 

2018 年 12 月 9 日  Web サイトの遷移方法、管理システム側の一部改修実装 
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会員・会費・補助金の現状及び第１４期までの予測                                                                  資料２ 

会 員 数： 当初の会員数から団体会員増加（6団体→10団体）、企業会員減少(22社→20社※)第１３期はさらに退会予定 

理事会員数： 企業の理事会員は 10 から４へと減少（会費減額に大きく関わっている。）  

会 費： 設立時より全体で 55%減という状況（規約改定実施：第 10 期企業会費減額、第 12 期理事会費減額） 

今後の見込： 第１４期終了時には第１５期への繰越金も無い見込み（補助金もなくなり、会費を第１３期と同等として活動費用も無しという状態が予想される。） 
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第 12 期（2017-2018 年）事業報告（案） 

 

１．概要 

予算縮小という厳しい状況の中、基本活動の「Web サイト等基本システムの維持・管理」「収

蔵データの維持・保全」及び、国庫補助金を活用した「コンテンツ拡充」「Web サイト改修」「建

築情報（データベース）の精度向上」においては、昨年度までと同等の事業成果をあげた。喫

緊の課題である、今後の運営方針・運営体制については連携先の検討も含め関係箇所との

調整をすすめている。 

 

２．事業実施状況 

(1) Web サイト等基本システムの維持・管理 

サーバ保守業者によるサーバ OS、周辺アプリケーションの定期的な更新やサーバ環

境のセキュリティ対策等々、これまでの体制を維持継続している。 

 

(2) 収蔵データの維持・保全 

DAAS の資産の一つ「高精細画像データ」の破損と消失を防ぐことを目的として、事務

局内保管と、データ保管専門業者の遠隔地のデータ保管サービスの併用を継続して

行っている。 

また「データの維持・保全」として、建築情報データベースの精度向上を目的としたデー

タの修正作業を継続し、特に建物の緯度経度による位置情報、建物作品の現況情報

（現存・解体 等）、検索性向上を目的とした検索キーワードの付与等、情報の改善に

つとめている。建築情報の変更を簡便にするための管理システムの改修も実装した。 

(1)及び本事業はデジタルアーカイブの基本活動であるため、今後も予算を優先的に

確保し継続する。 

 

(3) 運営基盤の安定化にむけた検討 

第 12 期では、第１１期までに検討を行ってきた事項の実現のため、以下の整理、関係

先への相談等々を行った。別紙１ 

①	 現状整理 

(ア) 会員の状況、収入、予算見込み 

(イ) 今後の選択肢の整理 

(ウ) 資料の著作権状況の整理 

②	 体制の検討 

(ア) 合併、統合、事業譲渡、等を含めた関係先の検討 

 

(4) コンテンツの整備 

動画収録、デジタルデータ作成 

資料１	



Web コンテンツ作成等業務の受託により（国庫補助金 300 万円）新規コンテンツ制

作を行った。第 12 期の成果については別紙２にて詳細を報告する。 

なお、本受託業務におけるコンテンツの整備は、実施年度と DAAS の事業年度が一

致しないことから、第 13 期継続事業として進める。 

［第 13 期コンテンツ整備事業（継続事業）］ 

・動画収録（DAAS 収蔵作品の建築家、写真家等） 

・VR（ヴァーチャルリアリティ）を利用した空間画像データ 

・アライアンス関係にある JIA-KIT 建築アーカイヴスが保管する図面資料のデジ

タルデータ化作業 

 

(5) Web サイトの改善 

新規コンテンツ収蔵（(4)で制作したコンテンツ）に必要な新規ページの制作と(2)の収蔵

データ維持にかかるシステム改修を行った。また Web サイトの資料の検索のしやすさ、

画面の見やすさを検討し、システムの改善を行っている。主な改修事項としては以下 

・	一覧写真のサムネイル数の変更 表示内容の変更 

・	詳細情報画面の写真データの表示方法（縦スクロールからボタンによる表示切り替

えに変更） 

・	管理システムの変更（情報変更画面の改修・サジェスチョン検索ワードの登録、等 

(2)再掲） 

「(4)新規コンテンツの整備」と連動し、第 13 期継続事業とする。 

 

(6) その他 

①	オープンアライアンス活動 

(オープンアライアンスとは、同じ目的を持つ異なる企業・団体が組織の枠組みを超

え、知識、技術、等を協力した状態で活動すること) 

これまで JIA-KIT 建築アーカイヴスの保存する物理的資料（図面・写真・フィルム等）

のデジタル化において DAAS が作業を行うなど、継続的にアライアンス活動をおこな

ってきた。第 1２期は（4）の事業に於いて DAAS がデジタル化作業を実施した図面の

所有者が収蔵先を検討していた為、同アーカイヴスを紹介。管理体制が万全であり、

十分な保管場所が確保され、資料が一括で保管されるという点が所有者にとって利

点であったことから、資料は同アーカイヴスに収蔵されることとなった。同資料のデジ

タル化作業は引き続き DAAS で行うことを検討している。 

 

②その他 DAAS の目的に資する活動状況 

１）有償利用について 

第 12 期における収蔵データの利用については国内から ４件、海外から１件（その他

1 件は保留中）合計５件の申し込みがあった。 

利用目的は展示、書籍掲載などである。いづれも設立時褪色補正をした高精細画



像、60-70 年代の建築作品に関する写真データの申込みであった。海外からは

DAAS-Web サイトを通しての問い合わせを受けた。 

l 長谷工ミュージアム 

l 森美術館 

l 国際文化会館 

l 一般財団法人日本建築センター 

l Swarthmore College 

海外からの申込みは日本の建築史を専攻する大学関係者からの紹介、DAAS を利用

した米国の建築史家から紹介を受けたドイツの雑誌社からの問い合わせなど「日本の

近代建築」に関わる方の間で DAAS-Web サイトの利用が少しずつ増えている状況を伺

える申込みであった。 

 

l 設立から第 12 期までの DAAS の活動と登録者、閲覧者数の推移（報告） 

①資料収蔵数推移（累計） 

2011 年 UIA 大会以後の第 6 期からは団体会員の協力による表彰作品資料の収蔵

数と国庫補助金の活用による動画、VR の収蔵、図面のデジタルデータ化など、少し

ずつではあるが、資料数を伸ばしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Web サイトアクセス数推移及び、DAAS-Web サイト登録者数推移（累計グラフは次ペ

ージを参照） 

（表内「訪問者数」に対し「訪問数」は「延べ数（同一 IP からのアクセス数）」である。） 

第 12 期累計としては訪問者 23,416 人、延べ訪問数 33,007 人となり、第 11 期訪問

者総数 21,839 人、延訪問数 32,480 人と比較して、訪問者数、ページビュー共に増加し

ている。登録者数についての大きな伸びはみられないが、訪問数が伸びていることから

リピーターの利用が多いと予想される。 



近年国費にてコンテンツが制作されていること、また動画コンテンツは年々変化する

ファイル形式の管理の簡便さから Youtube の利用をすすめていることなどの理由から、

今期より Web サイトの会員登録やログインなしでの閲覧を可能とした。併せて読み物コ

ンテンツや VR の閲覧も登録・ログインを不要とした。ただし、写真・図面資料の閲覧は、

資料提供者への配慮とセキュリティの観点から、これまでと同様、会員登録を必要として

いる。このため新規登録については、写真閲覧目的のための登録ということになる。 

DAASの収蔵する資料や動画コンテンツの「建築家の声」は、60-70年代の建物を対象と

したものが多い。それらは近年取壊しの危機に直面にしている。動画コンテンツ内の建

築家の「声」を SNS で発信し、取り壊しの危機にある建物の設計当時の「建築家の思い」

を伝えることも微力ながら行っている。半年ほど前に掲載した菊竹清訓氏の出雲大社庁

の社の該当箇所を編集した短編版を facebook で紹介したところ再生回数が 300 回を超

えた。また、宮城大学では課題に関連して、DAAS の動画を利用している。コンテンツを

活かす方法を今後も検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料２

 （単位：円）

予定額(a) 決算額（ｂ） 差異（a-b）

Ⅰ 事業活動収支の部

事業活動収入

1　会費・入会金収入 6,090,000 5,980,000

企業会員 4,060,000 3,950,000

団体会員 2,000,000 2,000,000

30,000 30,000

個人会員 0 0

2　事業収入 3,050,000 3,079,880

3,000,000 3,000,000

50,000 79,880

3  その他収入 0 1,228

受取利息 0 1,228

雑収入 0 0

事業活動収入　計 9,140,000 9,061,108

事業活動支出

1　事業費支出 4,520,000 4,718,721

550,000 0

0 0

100,000 871,769

870,000 846,952

880,000 108,000

440,000 648,000

1,200,000 798,440

300,000 1,409,861

180,000 35,699

0 0

保守費支出 0 0

２　管理費支出 6,008,000 5,917,759

事務所経費 0 0

人件費 4,080,000 4,080,000

法定福利費 700,000 821,451

230,000 241,702

機材費支出 50,000 66,777

250,000 249,323

渉外費支出 0 0

465,000 158,759

0 0

173,000 172,800

雑費支出 60,000 126,947

事業活動支出　計 10,528,000 10,636,480

事業活動収支差額 △ 1,388,000 △ 1,575,372

Ⅱ 投資活動収支の部

投資活動収入

0

0

投資活動収入　計 0

投資活動支出

0

0

投資活動支出　計 0

投資活動収支差額 0

Ⅲ 財務活動収支の部

財務活動収支差額 0

Ⅳ 予備費支出

予備費支出 3,859,022 0

当期収支差額 △ 5,247,022 △ 1,575,372

前期繰越収支差額 5,247,022 5,247,022

次期繰越収支差額 0 3,671,650

0

2020年5月12日現在

WEBサイト改修委託支出

科目

第12期(2017-2018年)収支計算書（案）

学術・教育機関会員

Webコンテンツ作成事業※

コンテンツ有償利用料

            2017年10月1日から2018年9月30日まで

110,000

110,000

0

0

0

△ 29,880

0

△ 29,880

△ 1,228

イベント事業支出

コンテンツ整備事業支出

サーバ管理委託費

△ 1,228

0

78,892

0

△ 198,721

550,000

0

△ 771,769

23,048

修繕引当預金取得支出

その他固定資産取得支出

Webコンテンツ作成事業/Web改修費用※

Webコンテンツ作成事業/VR制作費用※

Webコンテンツ作成事業/オーラルアーカイブ制作※

Webコンテンツ作成事業/表彰事業整備・コンテンツ制作※

Webコンテンツ作成事業/その他経費※

広報事業

※一般社団法人すまいづくりまちづくりセ ンター連合会が実施した「優れた住宅・建築物のデジタルアーカイブスのWebコンテンツの作成
等業務」を受託

旅費交通費支出

通信運搬費支出

会議費（含総会）支出

租税公課支出

会計士外部委託費支出

修繕引当預金取崩収入

その他固定資産取得収入

△ 3,671,650

△ 3,671,650

306,241

0

200

△ 66,947

△ 108,480

187,372

0

772,000

△ 208,000

401,560

△ 1,109,861

144,301

△ 11,702

△ 16,777

677

0

0

90,241

0

0

0

0

0

3,859,022

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 121,451



 

 

 

監 査 報 告 書  
 

 

 

 

 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム規約第 15 条第 4 項の規定に基づき、建

築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアムの第 12 期（2017-2018 年度 2017 年 10 月 1

日から 2018 年 9 月 30 日まで）の業務報告書、収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対

照表及び財産目録について監査を行った結果、正確かつ適正であることを認めます 

 

         年  月  日 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム監事 

一般社団法人 住宅生産団体連合会 会長 

阿部			俊則  印 

 

         年  月  日 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム監事 

一般財団法人 日本建築センター 理事長 

橋本 公博  印 

 

資料３	



 

 

 

 

 

 

 

議案２ 第 13 期（2018-2019 年）事業計画（案） 

及び収支予算（案）について 
 

 

 

資料４ 第 13 期（2018-2019 年）事業計画（案） 

資料５ 第 13 期（2018-2019 年）収支予算（案） 



 

第 13 期（2018-2019 年）事業計画（案） 

 

1. 基本方針 

DAAS の基本活動の「Web サイト等基本システムの維持・管理」、「収蔵データの維持・保全」

を通じて、公益的活動を継続する。活動にあたり、運営委員会の下に設置した「企画運営部会」

の検討により事業を推進する。 

なお、第 11 期からの継続事業については、第 13 期での実施を目指す。 

 

2. 事業計画 

(1) Web サイト等基本システムの維持・管理 

DAAS-Web サイト、DAAS 基本システムの安定的な稼働体制を維持・継続する。サーバ

保守業者による、サーバ OS、周辺アプリケーションのセキュリティー対策プログラムを定

期的に適用し、引き続きサーバ環境のセキュリティー対策を行う。 

 

(2) 収蔵データの維持・保全 

「高精細画像データ」の事務局内保管分及び、遠隔地保管によるさらなる冗長性を確

保する体制を継続する。新規収蔵コンテンツがあった場合には、同様の維持・保全措

置を講ずる。 

 

(3) 「企画運営部会」を中心とした事業推進と、運営体制安定化・強化策等に係る検討 

「企画運営部会」を中心とした事業推進、運営委員会との連携、今後の DAAS 活動に

資する検討や、一層の運営基盤安定化検討へ向けた体制を確立する。 

①	運営基盤の安定化方策検討（継続） 

(ア) 今後の運営方針の選択肢検討 

(イ) 他機関との連携に関する事項、等 

②事業計画に基づく事業実施や企画検討 

③その他、運営委員会承認事項の事前検討 等 

 

(4) コンテンツの整備 

動画収録、デジタルデータ作成 

第 11期同様、国庫補助金を活用したコンテンツを整備する。対象コンテンツは「企画

運営部会」において検討するものとし、予算、納期等を考慮しつつ、実施可能なもの

から具体作業に着手する。 

［前期より継続：コンテンツ整備事業（予定）※企画運営部会にて継続検討］ 

・団体等受賞作品の収蔵 

・動画収録（DAAS 収蔵作品の建築家、写真家等） 

・VR（ヴァーチャルリアリティ）を利用した空間画像データ 
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(5) Web サイトの改善 

新規コンテンツ収蔵に必要な機能追加、検索機能の改善のための機能追加を実施。

「(4)新規コンテンツの整備」と連動し、第 11 期よりの継続事業とする。 

 

(6) その他 

①DAAS 認知度向上等へ向けた広報等に係る活動 

②その他 DAAS の目的に資する活動を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙３ 

企画運営部会、運営体制安定化・強化策等に係る検討内容（案） 

 

１．	今後の運営について（運営方針の選択肢の決定） 

① 第11期以降の運営方針について、選択肢を決定する。「法人化／連携・統合／事業移行・

譲渡／維持／解散」、その他選択肢の必要があれば追加し、第11期での運営委員会と必

要であれば臨時総会を開催し、DAASの体制を決定する。 

② それぞれの運営方針（選択肢）の課題、条件、目標、予算、及びスケジュール（達成時期）

等も含めて①の詳細を部会で検討する。 

③ 国土交通省の意向と方針を確認しながら、今後のDAASの運営方針を明確化し、必要な関

係先に交渉し手続きをすすめる。 

 

２．	予算縮小に伴う、事業範囲の検討と必要経費の検討 

 会費規程の改定に沿った事業範囲を検討し、事業を推進する。②に関して、方針が決定し予算調整

の必要が生じた場合は、修正予算（案）を作成し運営委員会に諮り、事業を進めることとする。 

① DAASコンテンツ拡充とシステム改変は補助金を活用し会費部分を縮小する 

補助金活用事業での実施事項 

l オーラルアーカイブ 

l VR 撮影 

l コンテンツの改変 

l 表彰事業のアップロード、メタデータの改善 

国庫補助金事業を活用したコンテンツ整備については、DAAS 年度との半期のずれがあるため、2017

年 3 月に納品を完了。オーラルアーカイブについては仙田満氏、VR 撮影は法政大学 55/58 年館・朝

陽館・嵐山カントリークラブ（現在掲載調整中）、メタデータは地図情報のブラッシュアップを行った。 

 

② その他必要経費についての検討（会費事業分として） 

 会費にて実施が予想される事項 

l 運営方針のための必要経費 

l 法人化・連携・統合の為の必要経費（情報収集等含む） 

l 他団体への事業移行・譲渡のための権利調整（著作権等整理）費用 

l 活動維持のための必要経費 

 

３．	その他  

 組織基盤安定化を実現する経営資源の確保、他機関の支援・協力の確認 など 

 



資料５

（単位：円）

予算額 参考:第12期予算額

Ⅰ. 事 業 活 動 収 支 の 部

事　業　活　動　収　入

5,660,000 6,090,000

企業会員 3,630,000 4,060,000

団体会員 2,000,000 2,000,000

学術・教育機関会員 30,000 30,000

個人会員 0 0

3,050,000 3,050,000

Webコンテンツ作成事業 3,000,000 3,000,000

コンテンツ有償利用料 50,000 50,000

　 0

受取利息 0 0

雑収入 0 0

事　業　活　動　収　入　計 8,710,000 9,140,000

事　業　活　動　支　出

4,520,000 4,520,000

WEBサイト改修委託支出 550,000 550,000

イベント事業支出

コンテンツ整備事業支出 100,000 100,000

サーバ管理委託費 870,000 870,000

Webコンテンツ作成事業/Web改修費用 880,000 880,000

Webコンテンツ作成事業/VR制作費用 440,000 440,000

Webコンテンツ作成事業/オーラルアーカイブ制作 500,000 1,200,000

Webコンテンツ作成事業/表彰事業整備とコンテンツ制作 800,000 300,000

Webコンテンツ作成事業/その他経費 380,000 180,000

広報事業 0 0

　 5,953,000 6,008,000

事務所経費 0

人件費 4,080,000 4,080,000

法定福利費 830,000 700,000

旅費交通費支出 240,000 230,000

機材費支出 50,000 50,000

通信運搬費支出 250,000 250,000

渉外費支出 0 0

会議費（含総会）支出 180,000 465,000

租税公課支出 0 0

会計士外部委託費支出 173,000 173,000

雑費支出 150,000 60,000

事　業　活　動　支　出　計 10,473,000 10,528,000

事　業　活　動　収 支 差 額 △ 1,763,000 △ 1,388,000

Ⅱ. 投 資 活 動 収 支 の 部

投 資 活 動 収 入

修繕引当預金取崩収入 0 0

その他固定資産取得収入 0 0

0 0

投 資 活 動 支 出

修繕引当預金取得支出 0 0

その他固定資産取得支出 0 0

0 0

投　資　活　動　収 支 差 額 0

Ⅲ. 財 務 活 動 収 支 の 部

財 務 活 動 収 支 差 額 0 0

Ⅳ. 予 備 費 支 出

予備費支出 1,908,650 3,859,022

当 期 収 支 差 額 △ 3,671,650 △ 5,247,022

前 期 繰 越 収 支 差 額 3,671,650 5,247,022

次 期 繰 越 収 支 差 額 0 0

注）この予算書は消費税込みで計算しております

第12期との差異

0

0

0

0

0

0

0

△ 1,950,372

1,575,372

△ 1,575,372

0

0

90,000

△ 55,000

△ 375,000

0

0

0

10,000

0

0

0

△ 285,000

0

0

△ 55,000

0

0

130,000

0

0

0

△ 700,000

500,000

200,000

▲ 430,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

第13期（2018-2019年） 収支予算(案）

2018年10月1日から　2019年9月30日まで

科目

投  資　活　動　収　入　計

１.　事業費支出

▲ 430,000

▲ 430,000

0

0

0

0

１.　会費・入会金収入

投  資　活  動  支　出　計

２.　管理費支出

３.　その他収入

２.　事業収入
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資料６ 会員名簿変更について 

 

資料７ 規約第７条第４項に基づく指定代表者の 

 変更について 

 

 



 
建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS） 

会員名簿 
 
（順不同	 敬称略） 

槇	 	  文彦（建築家） 
仙田	 	  満（建築家） 
竺	 	  覚暁（金沢工業大学教授	 金沢工業大学建築アーカイヴス研究所顧問） 
隈	 	  研吾（建築家） 
六角	  鬼丈（建築家） 
難波	  和彦（建築家） 
古谷	  誠章（一般社団法人	日本建築学会	会長）	
三井所	清典（公益社団法人	日本建築士会連合会	会長）	

佐々木	宏幸（一般社団法人	日本建築士事務所協会連合会	会長）	

六鹿	 	正治（公益社団法人	日本建築家協会	会長）	

押味	 	至一（一般社団法人	日本建設業連合会	副会長）	

阿部			俊則（一般社団法人	住宅生産団体連合会	会長）	

橋本			公博（一般財団法人	日本建築センター	理事長）	

井上   俊之（一般財団法人 ベターリビング 理事長） 
吉田	  信之（株式会社 新建築社 代表取締役） 
清水	  琢三（五洋建設株式会社 代表取締役	 社長） 
山口	  俊男（株式会社 奥村組 取締役専務執行役員） 
千鳥	 	義典（株式会社	日本設計	代表取締役	社長）	

成川   哲夫（新日鉄興和不動産株式会社 取締役相談役） 
小涌	  雅人（前田建設工業株式会社	 建築事業本部	 建築設計統轄部長） 
栗山	  茂樹（清水建設株式会社	 専務執行役員	 設計本部長） 
内山	 	和哉（積水ハウス株式会社	常務執行役員	 東京支社長） 
河野	  晴彦（大成建設株式会社 専務執行役員	 設計本部長） 
川合			智明（株式会社	竹中工務店		執行役員	 設計本部長）	

亀井	  忠夫（株式会社 日建設計 代表取締役社長） 
賀持   剛一（株式会社 大林組	 執行役員	 設計本部長） 
尾崎	  	 勝（鹿島建設株式会社 専務執行役員 建築設計本部長） 
副島	  伸一（住友不動産株式会社東京東ビル事業部長） 
藤田	  秀夫（株式会社 山下設計 代表取締役社長） 
大堀	 	正博（三井不動産株式会社	建設企画部長）	

碓氷	  辰男（東京建物株式会社 常務取締役） 
村井	  	 純（慶應義塾大学 環境情報学部長） 
近藤	  伸彦（株式会社 日建学院 代表取締役社長） 
南川	  陽信（大和ハウス工業株式会社 上席執行役員 技術本部住宅系設計推進部長） 
森高	  英夫（一般社団法人 日本建築構造技術者協会 会長） 
鈴木	  眞生（公益財団法人 建築技術教育普及センター 理事長） 
野部	 	達夫（一般社団法人	建築設備技術者協会	会長）	

2018年 12月改訂 
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建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS）法人会員指定代表者変更 
（建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム規約	 第７条第４項	 関係） 

 
（敬称略） 

  
■	企業会員 

 

前田建設工業株式会社	

〈変更前〉	 鈴木	 章夫（執行役員	 建築事業本部	 企画・開発設計部長）	

〈変更後〉	 小涌	 雅人（建築事業本部	 建築設計統轄部長）	

	

株式会社大林組 

〈変更前〉	 山本	 朋生（執行役員	 設計本部長）	

〈変更後〉	 賀持	 剛一（執行役員	 設計本部長）	

 
 

株式会社日建学院 

〈変更前〉	 西生	 一次（代表取締役社長）	

〈変更後〉	 近藤	 伸彦（代表取締役社長）	

	

大和ハウス工業株式会社 

〈変更前〉	 南川	 	陽信（執行役員	技術本部住宅系設計推進部長）	

〈変更後〉	 南川	 	陽信（上席執行役員	技術本部住宅系設計推進部長）	

	

	

■	団体会員 

	

一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会 

〈変更前〉	 佐野	 	吉彦（会長）	

〈変更後〉	 佐々木	宏幸（会長）	

 

一般社団法人 住宅生産団体連合会 

〈変更前〉	 和田	 	 	勇（会長）	

〈変更後〉	 阿部			俊則（会長）	

       2018 年 12 月付 

資料７ 

 


	バインダー
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